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※都合により臨時休館する場合がありますので、詳細は憲政記念館ホームページをご覧下さい。 

 今のわたしたちには当たり前の政党政治ですが、できあがるまでには、相当の時間と努力が必要でした。 

 明治政府を築いたと自負する薩摩・長州の藩閥は、自由民権運動の流れをくむ政党を、国をゆるがすものとして警戒しました。 

 明治憲法では帝国議会の貴族院を衆議院と対等にし、衆議院に集まる政党の力を抑えることを期待しました。また、政府は政党に左右さ

れない「超然主義」をとなえました。 

 藩閥政府は1890年（明治23）の第1回議会から予算をめぐり政党と衝突した後、多数を占める政党勢力との妥協を図ります。 

 伊藤博文は政党に接近し、立憲政友会初代総裁となりました。官僚閥をひきいた山県有朋は、工作で政党を切り崩して、議会内に政府の

味方をつくりました。 

 日露戦争後、第一次世界大戦にかけて、大衆が政治参加を求める声が高まり、政党の力も強くなりました。 

 1918年（大正7）の米騒動後の混乱で官僚閥の寺内内閣が倒れた後、政党嫌いの山県も立憲政友会総裁原敬による本格的な政党内閣樹立

を認めざるを得ませんでした。1925年からは、衆議院の多数政党が交代で内閣を組織する時期が続きました。 

 ところが、世界恐慌や軍縮問題の中、互いを攻撃することにあけくれた政党政治は、国民の支持を失い、マスメディアや軍部の批判を受

け、テロリズムの脅威にもさらされます。 

 そして1932年（昭和7）の五・一五事件で政党内閣はとぎれてしまいました。 

 2020年（令和2）の今年は原敬が東京駅で殺された1921年から百年目に当たります。 

 この展示が政党政治の持続性を考えるきっかけになれば幸いです。 
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 内閣総理大臣（1927－） 

 

11 浜口 雄幸 

 （憲政会、立憲民政党ほか） 

 内閣総理大臣（1929－） 
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 （進歩党、民主党ほか）※ 
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